





Ideal Request for a Training of Certified Social Worker
― Intentions of Practical Trainers in Hospital ―
Terukazu Akazawa
本調査の目的は、望ましい社会福祉士の実習依頼について病院の実習指導者の意向を把握することで










てきたが、2015 年度入学生より原則 3 年生に変
更した。2017 年度は移行期となり 2014 年度入学
生の 4 年生と 2015 年度入学生の 3 年生が同時に
実習を行った。
実習年次変更に伴い、社会福祉士の実習指導も
3 年生後期から 2 年生後期に開始となった。本学
の社会福祉士の実習は、医療福祉、児童福祉、障
















































































































































病床数（平均 ± 標準偏差） 468 ± 324
医療ソーシャルワーカー人数（平均 ± 標準偏差） 7 ± 3































＊ 1  医療法の病院の類型に基づく分類
＊ 2  厚生労働省「医療施設調査」に基づく分類
＊ 3  医療法の病床機能報告に基づく分類
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【通勤 1 時間 30 分以内】とは、実習を希望する学






キュラム上、実習を行う学生は 3 年生か 4 年生に
なることを説明し、実習指導者の意向を集計した。
最も多かった回答は【 3 年生・4 年生（81%）】で、
3 年生でも 4 年生でも構わないであった。　　　　　
4）年間実習受け入れ可能人数
実習指導者が考える 1 年間の実習受け入れ可能
人数については、1 名から 5 名程度に集約された。
実習指導者の 30% 以上が可能という意向を示し




【180 時間】、【120 時間】、【60 時間】について説
明し、実習指導者の「180 時間は無理なので、







可能時期を月ごとに集計し、6 月から 11 月まで
に集約された。80% 以上の実習指導者が可能とい








































ヒアリングを行った 16 の実習先のうち 88% は
他養成校からも実習を受け入れており、その校数















































































向として、MSW 養成のために MSW を目指して







把握し、年間実習受け入れ人数は 2 名から 3 名、








































































1 ） 2017 年度実習希望調査票提出学生から、医療福
祉、児童福祉、知的障害者福祉、領域横断（高齢
者福祉・身体、高次機能障害、重度障害などの障
害福祉・地域福祉）として配属される。
2 ） 実習希望調査票では、社会福祉士・精神保健福祉
士の実習希望有無、社会福祉士の実習希望分野、
健康上の理由など特別配慮の必要性、1 年生必修
科目および社会福祉士・精神保健福祉士の指定科
目履修状況、卒業後の進路予定、教育実習の有
無、保有資格（介護職員初任者研修など）、ボラ
ンティア体験での学び、実習で学びたいこと、卒
業後の進路で考えていることを記載する。また精
神保健福祉士実習希望者については、実習の希望
（機関、学びたい事柄と理由、具体的な希望機関
名）、精神保健福祉分野でのボランティア計画も
記載する。
3 ） 実習分野紹介冊子は、実習希望調査票を提出する
にあたり、各実習分野の概要を把握することを目
的に作成されている。各分野担当教員が「実習指
導および概要」、「期待する学生像」、「配属方針」、
「過去 3 年間の実習実績」、「メッセージ」につい
て執筆している（赤澤 2015）。
4 ） 社会福祉士及び介護福祉士法の定める実習指導者
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の資格要件は、「社会福祉士の資格を取得した後、
相談援助の業務に 3 年以上従事した経験を有す
る者であって、かつ、実習指導者を養成するため
に行う講習会であって厚生労働大臣が別に定める
基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣
に届け出られたものを修了した者であること」と
定められている。これらの資格要件を満たし、
2017 年度本学学生の実習指導担当者をヒアリン
グ対象とした。
5 ） 本学では医療福祉論という名称で社会福祉士国家
資格受験資格指定科目となっている。また医療
ソーシャルワーク論は社会福祉学科専門科目の選
択科目として開講されている。
6 ） 社会福祉士の実習に加え、卒業後に医療ソーシャ
ルワーカーを目指す学生が保健医療機関で任意や
積み上げで行う実習を意味する。医療ソーシャル
ワーク実習などと呼ばれることもある。
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